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順位 氏名（議席） 発 言 の 要 旨 答 弁 者 

１３ 吉川 隆之（２） １．自転車専用通行帯について 

  近年、歩道上での歩行者と自転車の接触事故が増加してい

る中、改正道路交通法が平成27年６月に施行され、自転車の

車道通行など道路における歩行者と自転車の分離が求めら

れ、歩行者の安全確保と自転車の安全性及び快適性の向上を

目的として、静岡県富士土木事務所により整備された県道鷹

岡富士停車場線の富士本町交差点から中島新道町交差点間に

自転車専用通行帯が設置され、平成30年１月22日より供用開

始となり、その区間だけ歩道と道路の間の縁石の道路側につ

くられている。 

  この自転車専用通行帯がある道路区間では、自転車は進行

方向の左側の専用通行帯の通行が義務づけられ、歩道や車道

の通行はできないことになっている。また、原則、左折時を

除き自転車以外の原付、バイク、自動車は自転車専用通行帯

を通行できず、駐車も禁止となっている。 

  こうした状況下、自転車専用通行帯の交通規制の認知は、

いまだ徹底されていないことの証左として自転車と自動車の

出会い頭の事故が多発している。事故減少に向けての施策が

必要でないかとの判断をもとに、以下、３点について質問、

回答を願いたい。 

 (1) 自転車専用通行帯について 

   県道鷹岡富士停車場線の富士本町交差点から中島新道町

交差点間に設けられた自転車専用通行帯は、高校生の自転

車通学の安全確保を狙いにした実証実験的要素が強いが、

県事業の取り組みである自転車専用通行帯について、市当

局は、どのような判断をしているのか。「安全確保に効果あ

り」と判断するならば、自転車通学に利用されている市内

の主要市道に採用してはどうか。 

 (2) 自動車と自転車の接触事故について 

   近年、ＪＲ富士駅と県立富士高校までの区間において、

側道から県道鷹岡富士停車場線に出る自動車と富士駅方面

から北に走行している自転車との事故が多発している。自

転車の場合、ＪＲ富士駅より富士本町交差点までが車道、

富士本町交差点から中島新道町交差点が自転車専用通行帯

を走行、そして中島新道町交差点からは車道走行なのか、

それとも歩道も走行してよいのか、自転車関係法令の指示

があやふやになるため自転車利用の学生及び大人の方も出

合い頭の事故が多発している。 

交通ルールの複雑さを避けて交通事故防止を図るために

は、このまま自転車専用通行帯を延長、あるいは現在の歩

道を自転車専用と歩道とに分ける方法があると考えるがい

かがか。 

 (3) 自転車専用通行帯設置方法について 

県道鷹岡富士停車場線の富士本町交差点から中島新道町

交差点間の自転車専用通行帯は歩道の縁石の道路側にある
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１３ 吉川 隆之（２） が、縁石の歩道側にされたほうが安全と思われるが、いか

がか。 

２．次代を担う小中学生の防災・減災意識の涵養に向けての提

案について 

  近年、東海地震の被害想定を大きく上回る巨大地震の南海

トラフ地震発生リスクが高まり、当局、そして市民も新たな

視点からの防災・減災対策の取り組みが急務となっている。

  こうした中、私が所属する会派、凜（りん）の会は７月に

兵庫県神戸市にある阪神・淡路大震災記念館の人と防災未来

センターを視察。この、人と防災未来センターは兵庫県が国

の支援を受けて平成14年４月に誕生させたもので、運営は公

益財団法人ひょうご震災記念21世紀研究機構が担っている。

  平成７年１月17日に発生した阪神・淡路大震災について、

ＣＧ（computer graphics）を駆使した映像や模型、資料で

伝えているほか、実践的な防災研究や防災人材育成にも取り

組んでいる。 

  阪神・淡路大震災で何が起こったのかを疑似体験すること

によって防災・減災の知恵や知識を習得でき、災害に強いま

ちづくり、地域づくり、そしてみずからの生命・財産はみず

から守る、その防災・減災の基本も習得できる内容である。

  この視察を通して、人と防災未来センターの機能を次代を

担う富士市の小中学生の防災・減災意識の涵養に結びつけら

れないかとの思いを強く抱いた。その思いをもとに以下、２

点を質問、回答を得たい。 

 (1) 人と防災未来センターの教員視察について 

   平日昼間に巨大地震が発生した際、地域に在住する小中

学生には、人命救助を基軸に、そのパワー発揮が期待され

ている。これはまた学校現場における防災・減災教育を、

どう強化していくかの課題とも言えよう。 

人と防災未来センターは、阪神・淡路大震災から得た貴

重な教訓を世界共有の財産として後世に継承し、国内外の

地震災害による被害軽減に貢献すること、及び生命のとう

とさ、共生の大切さを世界に発信することを目的に設立さ

れており、まずもって教育委員会が教員チームを編成して

人と防災未来センターを視察、その成果を教育現場に生か

してはどうか。 

(2) 中学校修学旅行の見学コースに 

説明を受けた人と防災未来センターのスタッフは、学校

の修学旅行や、自治会・町内会等の防災・減災研修で来館

する方が多いと話された。 

富士市内の中学校の修学旅行先は伝統的に京都・奈良が

主流となっているが、神戸市にある人と防災未来センター

も関西方面であり、より意義のある、思い出に残る修学旅

行とするために見学コースに組み込むことを教育委員会と

して各校にアプローチしてはどうか。 
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